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委員会論点（案）

①社会経済活動 地域社会 暮らし方や雪の降り方等の変化を踏まえ①社会経済活動、地域社会、暮らし方や雪の降り方等の変化を踏まえ、
どのような除雪ニーズがあるのか。
・冬期道路交通確保の重要性の高い路線（交通量、路線の性格等）
・除雪により確保する幅員、作業開始する路面積雪量等除雪水準のあり方除雪により確保する幅員、作業開始する路面積雪量等除雪水準のあり方

②除雪ニーズの実現に向け、公（行政）、共（地域）、自（個人）の役割分担はどうある
べきか。
・行政による除雪のあり方
・公（市町村、道府県、国）、共（沿道住民、ＮＰＯ等）、自の役割分担と連携
・ドライバーの日頃からの備え（冬装備、運転技術、モラル）等個人の意識や対応力
の向上

③地方自治体における除雪体制のあり方や国の支援のあり方はどうあるべきか。
地方自治体 お る除雪車等 備・地方自治体における除雪車等の備え
・除雪業者の確保
・国による地方自治体への支援のあり方


